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Abstract 日本語の表記は、漢字・ひらがな・カタカナと最低でも３種の文字種を使い分けている点で、世

界でもっとも複雑なシステムをなしているにもかかわらず、従来、表記論的な概念装置が未整備
であったために、その使い分けのしくみを精密に分析・記述することができてこなかった。
そのため、本年度は、きわめて多様なありかたを見せている、さまざまな時代の日本語表記のい
ずれにも適用可能な概念装置として、文字種を同じくしていても表記における機能を異にするも
のを類別する〈表記類〉なる概念を提案し、これを実際にもちいて、漢字かな交じり表記に先行
する奈良時代の万葉集に見られるさまざまな表記、続日本紀の表記、平安初期の訓点資料の表記
、院政期の漢字カタカナ交じり文献の表記の分析をおこない、それら表記が、それぞれきわめて
個性的でありながら、いずれも複雑かつ精密で合理的なシステムによって緊密に構成されている
ことを明らかにした。
仮名の出現以前で漢字しかもちいられていない奈良時代の表記でも漢字が多種の〈表記類〉にわ
かれて複雑なシステムを構成していたこと、訓点資料にだけ用いられ現在はほろびてしまったヲ
コト点という特異な文字も〈表記類〉として漢字・仮名とともに平安時代の訓点が「漢字・ヲコ
ト点・仮名交じり表記」ともいうべき整った表記システムを構成していたことなどを明らかにで
き、〈表記類〉という概念が日本語表記の多様性を包括的かつ精密に分析してゆくためにきわめ
て有効であること、漢字仮名交じり表記は、仮名出現以前の先行形態からの連続性の中で相対化
して見てゆくことが是非とも必要であることを確認することができた。
As a conceptual device that can be applied to Japanese notation of various eras, we proposed the
concept of "hyokirui(parts of writing)". "Hyokirui" is a concept that classifies not only character
types but also those that have different functions in notation.
By using this concept, it was possible to precisely analyze and describe various notation systems
from the Nara period to the Middle Ages, and confirmed the effectiveness of the concept of
"hyokirui".
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氏名 屋名池 誠 氏名（英語）Makoto　Yanaike

研究課題（日本語）

漢字仮名交じり表記の歴史的研究

研究課題（英訳）

Historical study of kanji kana mixed notation

１．研究成果実績の概要

　日本語の表記は、漢字・ひらがな・カタカナと最低でも３種の文字種を使い分けている点で、世界でもっとも複雑なシステムをなしてい
るにもかかわらず、従来、表記論的な概念装置が未整備であったために、その使い分けのしくみを精密に分析・記述することができてこ
なかった。
　そのため、本年度は、きわめて多様なありかたを見せている、さまざまな時代の日本語表記のいずれにも適用可能な概念装置とし
て、文字種を同じくしていても表記における機能を異にするものを類別する〈表記類〉なる概念を提案し、これを実際にもちいて、漢字か
な交じり表記に先行する奈良時代の万葉集に見られるさまざまな表記、続日本紀の表記、平安初期の訓点資料の表記、院政期の漢
字カタカナ交じり文献の表記の分析をおこない、それら表記が、それぞれきわめて個性的でありながら、いずれも複雑かつ精密で合理
的なシステムによって緊密に構成されていることを明らかにした。
　仮名の出現以前で漢字しかもちいられていない奈良時代の表記でも漢字が多種の〈表記類〉にわかれて複雑なシステムを構成して
いたこと、訓点資料にだけ用いられ現在はほろびてしまったヲコト点という特異な文字も〈表記類〉として漢字・仮名とともに平安時代の
訓点が「漢字・ヲコト点・仮名交じり表記」ともいうべき整った表記システムを構成していたことなどを明らかにでき、〈表記類〉という概念
が日本語表記の多様性を包括的かつ精密に分析してゆくためにきわめて有効であること、漢字仮名交じり表記は、仮名出現以前の先
行形態からの連続性の中で相対化して見てゆくことが是非とも必要であることを確認することができた。

２．研究成果実績の概要（英訳）

As a conceptual device that can be applied to Japanese notation of various eras, we proposed the concept of "hyokirui(parts of
writing)". "Hyokirui" is a concept that classifies not only character types but also those that have different functions in notation.
By using this concept, it was possible to precisely analyze and describe various notation systems from the Nara period to the Middle
Ages, and confirmed the effectiveness of the concept of "hyokirui".
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